
久留米工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 技術英語
科目基礎情報
科目番号 0063 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1

開設学科 機械・電気システム工学専攻（制御情報工学コ
ース） 対象学年 専2

開設期 前期 週時間数 前期:2
教科書/教材 参考図書：平野進，技術英文のすべて（丸善）
担当教員 黒木 祥光
到達目標
1．相手が自分の専門に関する情報や考えを話す場合，その内容を理解できる．
2．自分の専門に関する情報や考えについて，前もって準備をすれば約10分間の口頭説明ができる．
3．相手が明瞭に話し，適切な助言などが与えられれば，その内容について質問・応答ができる．
4．自分の専門に関する情報や考えについて，2ページの文章を書くことができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
相手が自分の専門に関する情報や
考えを話す場合，その内容を理解
できる．

相手が自分の専門に関する情報や
考えを話す場合，その内容をある
程度理解できる．

相手が自分の専門に関する情報や
考えを話す場合，その内容をまっ
たく理解できない．

評価項目2
自分の専門に関する情報や考えに
ついて，前もって準備をすれば約
10分間の口頭説明ができる．

自分の専門に関する情報や考えに
ついて，前もって準備をすれば教
員の手を借りつつ約10分間の口頭
説明ができる．

自分の専門に関する情報や考えに
ついて，前もって準備をし，教員
の手を借りても約10分間の口頭説
明ができない．

評価項目3
相手が明瞭に話し，適切な助言な
どが与えられれば，その内容につ
いて質問・応答ができる．

相手が明瞭に話し，適切な助言な
どが与えられれば，その内容につ
いて教員の手を借りて質問・応答
ができる．

相手が明瞭に話し，適切な助言な
どが与えられれば，その内容につ
いて教員の手を借りても質問・応
答ができない．

評価項目4
自分の専門に関する情報や考えに
ついて，2ページの文章を書くこと
ができる．

自分の専門に関する情報や考えに
ついて，教員の手を借りれば2ペー
ジの文章を書くことができる．

自分の専門に関する情報や考えに
ついて，教員の手を借りても2ペー
ジの文章を書くことができない．

学科の到達目標項目との関係
JABEE E-2
教育方法等
概要 産業のグローバル化が急速に進行している現在，英語によるコミュニケーションの重要性は日ごとに高まっている．本

授業では技術内容の基礎的表現法を整理した後，英語での発表の演習を行う．　

授業の進め方・方法
1から7週目までは英語にてレジュメを書き，プレゼンテーションを行う前準備として科学技術英語の基礎的表現方法に
ついて学ぶ．本科目は学修単位であるため，教室外学習として毎回学んだ内容について報告書の提出を義務付ける．8週
目以降はレジュメとプレゼンテーション資料の作成を行う．これらの作成は授業時間のみでは不足するため，完成をも
って教室外学習を行ったものとみなす．最終週は発表会を行う．　

注意点

プレゼンの資料30%，プレゼンテーションと質疑応答を30%，2ページのレジュメ40%として評価する．
（評価基準：60点以上を修得とする．）
再評価は上記評価項目のうち60点に達していないものについて再提出または
再度のプレゼンテーションを行ってもらう．
60点以上であれば合格（60点）とする．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 科学技術英語を書く際の注意事項 科学技術英語を書く際の注意事項について説明できる
．

2週 科学技術英語の基礎表現（名詞，冠詞）　 科学技術英語の基礎表現（名詞，冠詞）について説明
できる．

3週 科学技術英語の基礎的表現（形容詞，動詞，助動詞） 科学技術英語の基礎的表現（形容詞，動詞，助動詞
）について説明できる．

4週 科学技術英語の基礎的表現（前置詞，副詞，接続詞） 科学技術英語の基礎的表現（前置詞，副詞，接続詞
）について説明できる．

5週 科学技術英語の基礎的表現（否定の表現，比較の表現
，倒置文）

科学技術英語の基礎的表現（否定の表現，比較の表現
，倒置文）について説明できる．

6週 科学技術英語の基礎的表現（否定の表現，比較の表現
，倒置文）　

科学技術英語の基礎的表現（否定の表現，比較の表現
，倒置文）　について説明できる．

7週 科学技術英語の基礎的表現（数詞の書き方と数学記号
，数式の読み方，句読点の用法）

科学技術英語の基礎的表現（数詞の書き方と数学記号
，数式の読み方，句読点の用法）について説明できる
．

8週 アプストラクトの作成 英文アプストラクトを書くことができる．

2ndQ

9週 レジュメの作成(1) 英文のレジュメを書くことができる．
10週 レジュメの作成(2) 英文のレジュメを書くことができる．
11週 レジュメの作成(3) 英文のレジュメを書くことができる．
12週 プレゼンテーション用資料の作成(1) 英文でプレゼンテーションを書くことができる．
13週 プレゼンテーション用資料の作成(2) 英文でプレゼンテーションを書くことができる．
14週 プレゼンテーション用資料の作成(3) 英文でプレゼンテーションを書くことができる．

15週 プレゼンテーションと質疑応答 英語でプレゼンテーションと質疑応答を行うことがで
きる．

16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

英語のつづりと音との関係を理解できる。 3

専門的能力 専門的能力
の実質化 PBL教育 PBL教育

工学が関わっている数々の事象について、自らの専門知識を駆使
して、情報を収集することができる。 3

集められた情報をもとに、状況を適確に分析することができる。 2
与えられた目標を達成するための解決方法を考えることができる
。 2

状況分析の結果、問題（課題）を明確化することができる。 3
各種の発想法や計画立案手法を用いると、課題解決の際、効率的
、合理的にプロジェクトを進めることができることを知っている
。

1

各種の発想法、計画立案手法を用い、より効率的、合理的にプロ
ジェクトを進めることができる。 1

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 レジュメ プレゼン資料 合計

総合評価割合 0 30 0 0 0 0 40 30 100
基礎的能力 0 20 0 0 0 0 20 20 60
専門的能力 0 10 0 0 0 0 20 10 40
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0 0


